
取扱説明書

当社製品を御購入いただきましてありがとうございます。

お使い頂く前に、必ずこの取扱説明書をお読みください。

この取扱説明書は恒温器本体に関する取扱説明書です。

コントローラーに関する取扱説明書は別添しております

ので参照してください。

この取扱説明書は大切に保管してください。
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４ 反応熱が発生する物質を器体の槽内に入れないで下さい。

火傷、火災のおそれがあります。

自己発熱をする物質や、異種混合物質で反応熱を発生するような物質

は絶対に槽内に入れないで下さい。 火災の原因になります。

本器の過昇防止器は加熱ヒータを遮断するものであり、試料の発

熱に対しての保護機能はありません。

５ 槽内底面には直接試料を置かないで下さい。本体故障の原因になります。

槽内底面には試料を直接置かず、必ず棚網の上に

セットして下さい。

槽内底面は多大の荷重をかけられるような構造に

なっておりません。

本体故障の原因になります。

６ 試料を多量に槽内に入れないで下さい。火災のおそれがあります。

処理試料を棚板に載せる場合は３０～５０％の空スペース

をとって下さい。

空スペースが少な過ぎると空気の対流が悪くなり、各棚に

大きな温度差を生じて試料の処理結果が不均一になったり、

試料の変質や火災の原因になります。

７ 運転中は扉やケーブル孔には手を触れないで下さい。

運転中や停止直後は、扉及びケーブル孔付近には手を触れないで下さい。

高温のため、やけどの原因になります。
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８ 無人運転は要注意。

夜間・休日等、人の居ない状態で運転する場合は十分に注意して下さい。

火災その他思わぬ事故の原因になります。

無人で運転する場合にはブレーカ、過昇防止器の設定値、内部上限警報

の設定値、その他の安全機能に異常がないことを十分確かめ、周囲の整理

整頓を行って燃えやすい物や引火性の危険物は影響のない所へ移動する等、

通常以上の注意を払って下さい。

更に、万一の際の対応策も確立して安全運転に努めて下さい。

・ 注 意

１）本体上面を作業台にしたり物置きにしないでください。

本体上面は非常に熱くなります。

物を乗せると器体破損や火災の

原因になります。

２）処理試料は分散させて棚板に乗せて下さい。

棚板の許容質量は分散質量で１５ｋｇを標準と

しておりますので試料は棚板の一部に集中的

に乗せず、なるべく全体に広げて乗せて下さい。

３）パッキン材質について。

扉のパッキンはシリコンゴムを使用しております。

運転時にはシリコンゴムより安息香酸、ゴム揮発分が発生します。

これらの発生を嫌う試料の処理はしないで下さい。又、パッキンは酸、アルカリ、オイル、

ハロゲン系溶剤に侵されることがありますので注意して下さい。
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２．各部の名称

１ 図

７

ＥＰ ＴＹＰＥＡ Ｕ Ｔ ＯＴ ＵＮ Ｉ Ｎ ＧＣ Ｏ Ｎ Ｔ Ｒ ＯＬＳ Ｙ ＳＴ Ｅ Ｍ

ＰＶ ℃
Ｍ Ｏ ＤＥ

Ａ Ｔ

Ｈ Ｅ Ａ Ｔ ℃
Ｅ Ｎ Ｔ Ｅ Ｒ

ＳＶ

Ｐ Ｔ Ｎ Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ＴＩ Ｍ ＥＯ Ｎ ＴＩ Ｍ ＥＯ Ｆ Ｆ
Ｒ Ｕ Ｎ

ＳＴ Ｏ ＰＡＤ Ｖ

Ｈ Ｍ

℃ＯＶＥＲＨＥＡＴ ＰＯＷＥＲ
ＰＲＯＴＥＣＴＯＲ
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ブ レ ー カ

温 度 調 節 器

温 度 セ ン サ

モ ー タ ー

シロッコファン

加 熱 ヒ ー タ

背面吹き出し板

棚 段

棚 板

パ ッ キ ン

扉

ハ ン ド ル

ハンドルラッチ穴

ラ ッ チ 受 け

ケ ー ブ ル 孔

キ ャ ス タ ー

イ ナ ー ト オ ー ブ ン 仕 様
（オプション）

漏電ブレーカ（電装部右側面にあります。）

ＥＰ又はＳＳタイプのプログラム温度調節器です（過昇防止器組み込み）

ＪＩＳ Ｋ熱電対でダブルエレメントになっています。

ファン駆動用で２基装備されています。

強制循環用で２基装備されています。

渦巻き型シーズヒータです。

スリット（板に開いている長丸の穴）から循環空気が吹き出します。

吹き出した風は内槽天井部から吸い戻されます。

棚板を載せる段棒です。詳細は「仕様 棚段」を参照してください。

標準で１枚付属しています。

シリコンゴムパッキンです。

標準は左蝶番右取っ手です。

取手を右に回すと扉が開きます。

扉を閉めた時にラッチ受けが入る穴です。

扉を閉めた時ラッチが掛かる部分です。

被処理試料との電源、信号等のケーブル貫通用です。

装置の固定と水平調節用のレベルアジャスタと一体になっています。

イナートオーブン仕様です。窒素ガスを入れ槽内を無酸素状態に出来ます。
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３．運転前の準備
本項記載の各項目は「始業点検項目」にしておりますので、毎回運転を始

める前に必ず点検と確認を行って下さい。

１．本器を初めてお使いになる場合は、本紙及び別添の温度調節器取扱説明書をよくお読みになり、

本器や温度調節器の操作に慣れるまで処理試料等は実装せずに空槽で試運転をして、ひととおりの

理解をされてから実際のワーク処理をされるようお奨めします。

２．の電源ブレーカはあらかじめＯＦＦにしておいて下さい。

３．電源プラグはコンセントに確実に接続し、アースが接続されていることを確認して下さい。

４．処理試料の量や形状に応じて、段棒と棚板をセットし直して下さい。

５．循環空気の吹き出し口（１図の⑦※Ｐ７）付近は十分に空間を確保して下さい。

吹き出し口は全ての循環空気が通過するので、塞ぐと温度分布が極端に悪くなるばかりでなく

本体故障の原因になります。

６．処理試料を棚板に乗せる場合は３０～５０％以上

空きスペースをとって入れて下さい （２図）。

空きスペースをふさぎ過ぎると空気の対流が不十

分となり、各部に大きな温度差を生じて試料の処

理結果が不均一になったり試料の損傷や火災の原

因になります。

７．棚板の許容質量は分散質量で１５ｋｇを標準とし

ておりますので、試料は棚板の一部に集中的に載

図２）図３（いさ下てせ載てげ広に体全くべるな、ずせ 。

８．ケーブル孔は処理試料への電源供給や、処理試

料からの信号引き出しを行う等の場合以外は全

閉にして下さい。

９．本器の温度調節器には外部過昇防止器が標準装備され

ております。

運転を開始する前に過昇防止器の設定温度を運転

図３しトッセにめ高位℃０２～℃０１約りよ度温望希

て下さい。

１０．本器の周辺には燃えやすいものや揮発性の物質を置かないよう、周囲を整理して下さい。
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４．運 転 方 法

１．電源ブレーカをＯＮにします。

２．過昇防止器の温度表示器が点灯します。

過昇防止器の設定温度を運転希望温度より約１０℃～２０℃位高めにセットして下さい。

セットの仕方は「温度調節器取扱説明書」を参照して下さい。

３．温度調節器の“ＰＯＷＥＲ”キーをＯＮにします。

４ 「温度調節器取扱説明書」を参照して、温度、時間を始めとする希望運転条件を設定して下さい。．

特にユーザー設定モードの内部上限警報（ＡＬ）の設定値が運転希望温度より約１０℃～２０℃

位高めにセットされていることを確認して下さい。

５．条件設定が終わったら運転を開始して下さい。

運転開始の手順は温度調節器の取扱説明書に従って下さい。

６ “ＨＥＡＴ”ランプが点灯して設定値に向かって温度が上昇を始めます。．

７．ＰＶ（槽内温度）がＳＶ（設定温度）付近に到達すると“ＨＥＡＴ”ランプが点滅を始めて槽内

温度（ＰＶ値）は安定に保たれるようになります。

８．運転中は本器の外壁や扉が熱くなっているので十分注意して下さい。

９．無人での運転には十分注意して下さい。火災その他思わぬ事故の原因になります。

夜間・休日等、人の居ない状態で運転する場合にはブレーカ、過昇防止器の設定値と動作、内部

上限警報の設定値と動作、その他の安全機能に異常がないことを十分確かめ、周囲の整理整頓を行っ

て燃えやすい物や揮発性、引火性の危険物は影響のない所へ移動する等、通常以上の注意を払って下

さい。

更に、万一の際の対応策も確立して安全運転に努めて下さい。

１０．運転が終了した時は“ＰＯＷＥＲ”キーをＯＦＦにし、必ず電源ブレーカも切って下さい。

１１．異常が発生してエラーが表示された場合には、温度調節器取扱説明書の「エラーの表示と内容」

に記述してある「対策」に従って処置をして下さい。

１２．過昇防止器が作動して“Ｅｒ ６”が表示された時は、ヒータ遮断回路がロックされています。

従って温度調節器の“ＰＯＷＥＲ”キーをＯＦＦにしても、或いは過昇防止器の設定温度を変え

ても解除出来ません。

これは、過昇防止器が温度調節器とは別に独立した回路になっているためで、この場合には一旦

電源ブレーカを切って入れ直して下さい。

１３．本器の温度制御範囲は規格的には４０～２６０℃ですが、４０～６０℃位までの低温域では大き

なオーバーシュートや設定温度より高めで安定してしまう等、良好な制御が出来ないことがあり

ます。

このような場合には以下の点を確認して下さい。

１）外気温（周囲温度）より約２０℃以上高い温度で運転して下さい。

２）運転温度付近でオートチューニングをかけ直してみて下さい。

３）上記二つの処置をしても不十分の場合は、ユーザー設定モードの上限出力リミット

の数値“１０５又は１００”を５０～２０程度まで減らして再度オートチューニングをかけ

直して下さい。

９
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５ 「故障かな？」と思ったら．
次のような場合は故障でないことがありますので、修理を依頼される前に、もう一度お調べ下さ

い。それでも具合の悪いときは、１４ページの「保証とアフターサービス」をご覧の上、修理を

依頼して下さい。

こんなとき こ こ を お 確 か め 下 さ い

電源が入らない。 ●電源プラグがコンセントから外れていませんか。

●コンセントに電気が来ていますか。

そのコンセントに他の器具をつなぐと動きますか。

●ブレーカはＯＮになっていますか。

温度が上がらない。 ●“ＲＵＮ”キーは押しましたか。

“ＲＵＮ”キーを押さないと待機状態のままです。

●ユーザー設定項目の上限出力リミット　  が

０（ゼロ）になっていませんか。

１００～１０５にして下さい。

●プログラム運転のタイマーが設定されていませんか。

時間が来るまで温度は上がりません。

温度の上がりが遅い。 ●試料を入れすぎていませんか。

各棚には３０～５０％以上の空きスペースをとって下

さい。

●比熱の大きなものを入れていませんか。

試料に熱を奪われるため温度の上がりが遅くなってい

ます。

●棚に板状の試料を多量にベタ置きにセットしていませ

んか。 器内の空気は下から上への縦風が主流です。

横にセットする場合には、風のながれを妨げないよう

上下方向に向かって立つようにセットして下さい。

●ユーザー設定項目の上限出力リミット  が小

さな値になっていませんか。
１００～１０５にして下さい。

ファンが回らない。 ●Ｅｒ ５が表示されない場合にはファンの軸止めネジ

試料の予定処理効果が得られ が緩んでいることがありますので点検して下さい。

にけだ洞風の裏口し出き吹とるま止が環循気空の内器。いな

熱がこもって試料側の温度が上がらず、予定の処理効果

が得られないばかりでなく、ヒータの表面温度が上

がり過ぎてヒータの損傷を招きます。

オートチューニングがかからない ●周囲温度に近い温度でオートチューニングをかけてい

ませんか。

ON/OFFオートチューニングは設定温度でヒーターを

させて演算しますが、周囲温度に近い温度では設定温

度より高い領域で非常に冷めにくく、降下に時間がか

かりすぎて演算出来なくなります。

もう少し高い温度でオートチューニングをかけ直して

下さい。
注、オートチューニングは“ ”中にかけられます。RUN

待機中はかけられません。

。、又 勾配運転モードで勾配の途中 ではかけられません

１０
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６．お手入れについて

本器の材質について６－１

外装は冷間圧延鋼板にメラミン焼き付け塗装を施し、内槽はフェライト系ステンレス４４３ＣＴ

で出来ています。

内、外装共、長時間清掃しないままにしておきますと、表面に付着した汚れは、しみや腐食の原

因となりますので汚れが軽いうちに清掃して下さい。特に内槽壁面や棚板に付着した物質は加熱

処理の繰り返しによって焼き付き状態になってしまうことがありますので、放置せず直ぐに清掃

して下さい。定期的に清掃を実施して常にステンレスの表面を清潔にしておくことは、ステンレ

スの耐久性を高めることになります。

又、ステンレスは非常に腐食し難い金属ですが、塩酸・硫酸等の酸、強いアルカリ溶液、塩水

等で錆びる場合があるので、これらの物質を付着させないよう注意して下さい。

清掃の方法６－２

１．ふつうの汚れ及び手あかの場合には、中性洗剤を含ませた柔らかい布で拭き取り、最後によ

く絞った布で水拭きをしてから乾いた布で水気を拭き取ります。

２．落ち難い汚れや油性の汚れの場合には、アルコール、ベンジン等でふき取り、最後によくし

ぼった布で水拭きをしてから乾いた布で水気を拭き取ります。

３．ステンレスの表面に点状の錆びがみられる場合には、スポンジ又はステンレスたわしに中性

洗剤をつけて拭き取って下さい。

きれいに除去出来ない場合は粒子の細かいみがき粉でこすり取って下さい。

市販のステンレス用清掃薬液も効果があります。その後必ず十分にしぼった布で水拭きをし

て薬液が残らないようにし、更に乾いた布で水気を拭き取ります。

手入れ上の注意６－３

●ステンレスの汚れや錆びの原因や状態は、個々のケースによってまちまちであり、それぞれ

の状況に応じた清掃が必要です。あらかじめ部分的に「ためしぶき」を行い、落ち具合を確認

し、その結果がよければ、その方法で全面にわたる清掃を行って下さい。

●内槽のステンレスは２Ｂ仕上げという光輝処理がされているので、高度の反射率があります。

かなりひどい汚れの場合でも目のあらいクレンザーやサンドペーパー、スチールウールなど

を使用するのは避けて下さい。ステンレスの表面を傷つけ、光沢のラインがくずれるばかり

でなく、鉄粉が付着しやすくなり錆の原因となることがあります。

。、●市販の清掃薬液を使用する場合には 汚れた部分だけでなくその周辺部も手入れをして下さい

部分的な清掃では色むらが残り見苦しくなります。

６－４ ステンレスは絶対に錆びない？

ステンレスは鉄やアルミニウムに比べて、はるかに耐食性にすぐれて非常に錆びにくい金属で

すが、絶対に錆びない金属ではありません。

鉄は空気中で酸化して錆び易いのですが、４４３ＣＴは約２１％のクロムが添加されて耐食性が

向上して錆び難くなっています。

ステンレスが錆び難いのはクロム元素が空気中の酸素と結合して、地金の表面に強固で緻密な

不動態化被膜（酸化被膜）を形成し、この被膜が酸化作用を防ぐと共に様々な腐食要因から地金

の表面を保護する役目を果たします。

このようにステンレスは不動態化被膜が保護膜となって腐食を防いでいます。
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８．保証とアフターサービス
保証条件８－１

　　　　の製品は最新の設備と品質管理の行き届いた工場で製造され、厳正な検査を経て

出荷しております。しかし、万一保証期間内に付属の取扱説明書に基づいた正常な使用方法にも

関わらず故障が発生した場合は、製品に添付している保証書の条件に従い無償修理を致します。

但し、以下のような場合は保証期間内であっても保証は適用されませんので予めご了承下さい。

① 誤ったお取り扱いで生じた故障。

② 不当な修理をされたり、改造による故障。

③ 火災、地震、天災等の不可抗力によって生じた故障。

④ 十分な保守を行わないために生じた故障。

⑤ 設置条件の不備のため生じた性能上への影響及び故障。

⑥ 製品の落下、衝撃、設置後に移動、輸送等で生じた故障。

⑦ 製品から発する音・振動等、機能・性能上影響がない感覚的な現象。

⑧ 製品を使用出来ないために生ずる精神的及び物理的損失。

⑨ 保証書の紛失及び提示のない場合。

⑩ 販売店名及び発行日、捺印が無い場合。

保証期間８－２

このシリーズの製品は長期間安心してご使用出来る設計になっております。

製品ご購入時に2年間の無償修理を保証しておりますが、保証期限を過ぎてからは規定料金を頂

いて修理を行うことになります。修理内容が保証期限に一致するものであっても同様に有料とな

ります。

製品の修理について８－３

当社では“　　　　　スピード修理システム”を実施しております。

これは、正午までにご用命頂ければ、翌日または翌々日に当社の委託運送業者が直接お客様のも

とにお伺いし、適切な梱包を施して責任をもって当社へ搬入し、修理完了後直ちにお戻しするシ

ステムです。

上記の他、従来の出張修理も承っております。

又、廃棄処分（有償）の引き取りも別途ご相談の上実施致しますので、ご遠慮なくご相談下さい。

運送保険の適用について８－４

製品が到着しましたら直ぐに内容物をご確認下さい。

当社では適切な梱包を施した上、運送保険を掛けて発送しておりますので、保険が適用されれば

直ちに再度新品を出荷させて頂きます。

着荷後、日数が経過してから開梱して明らかに運送事故と思われる内容物の破損が確認されても

運送保険が適用されずに、代替品の即時出荷が保証出来なくなります。

お問合せ先：コールセンター
ISUZU CAP 新潟

ＴＥＬ
ＦＡＸ

０２５６-４６-２２００
０２５６-４６-２６０１
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注意
・この装置においては、温度試験を目的とされたものです。

・槽内に多量な水分を含むものは入れないでください。

（但し滴程度の極少量の水分なら可能です。）

※扉の開閉は100℃以下で行ってください。
※各型式の□□は任意のコントローラを表しています。ご注文・お問い合せの際には、お求めになりたい製品の型
式にコントローラの機種名を組み合わせてお問い合わせください。例）□□EC-200で、コントローラがEPの場合
→EPEC-200となります。
※JTMK01に基づきます。※無試料時の場合。
※上記仕様は改良のため予告なしに変更することがあります。
※価格には消費税が含まれておりません。

□□EC-200-I-H□□EC-200-Iイナートオーブン仕様 □□EC-300-I □□EC-300-I-H
□□EC-200-H□□EC-200標準品 □□EC-300 □□EC-300-H

強制循環式

AC 200V-1φ

17A

40～260℃ 40～300℃ 40～260℃ 40～300℃

±0.1℃　at 100℃、200℃、260℃、300℃

約60分 約90分

1.0

2.0

3.0

シートキー入力　4桁7セグメントLED表示（文字高14㎜）

連続運転・自動入運転・自動切運転・自動入切運転・5ステップ勾配運転+16ステップ勾配運転

設定値異常　センサ断線　トライアックショート　ヒータ断線　外部過昇防止　内部上限警報　停電警報
予備警報　バックアップデーターエラー　CPU入力値異常

シートキー設定デジタル表示（主調節器と別熱電対入力）

2.0kW 3.0kW

K熱電対（Wセンサー）

シロッコファン／60W×2

300ℓ

600×500×1000

845×940×1670

等分質量15kg/枚　ステンレス製（ステンレス443CT）1枚付属

フリーセット29段

内槽：ステンレス製（ステンレス443CT）　外装：鋼板メラミン焼付塗装仕上げ、背面ガルバリウム鋼板

左、右側面2ヶ所 直径35mm

5～35℃（※性能保証周囲温度23℃±5℃）

120kg 145kg

2.2kW  3.2kW

12A

1.0

2.0

約60分 約90分

3.0

1.0

2.0

1.0

2.0

200ℓ

500×500×800

745×940×1470

フリーセット24段

型式

方式

電源電圧

最大電流

能
性

温度範囲

温度変動幅

最高温度到達時間

温度分布
（±　 ℃）

100℃

200℃

260℃
3.5 3.5300℃

能
機

温度設定・表示・指示

プログラム

安全機能
（自己診断機能）

別回路独立加熱防止器

成
構

ヒータ容量

温度センサ

ファン／モータ

格
規

内容積

内寸法（W×D×Hmm）

外寸法（W×D×Hmm）

棚板

段数

材質

ケーブル孔

使用周囲温度範囲

質量（約）

最大消費電力

別
税
・
円

（

（

格
価 標準品 480,000円 560,000円 570,000円 660,000円

標準品 475,000円 555,000円 565,000円 655,000円

イナートオーブン仕様 580,000円 660,000円 670,000円 760,000円

イナートオーブン仕様 575,000円 655,000円 665,000円 755,000円

EPコントローラ

SSコントローラ

EPコントローラ

あおば仕様

±0.1℃　at 100℃、200℃　　±0.2℃　at 300℃

SSコントローラ
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